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給食試食会６年・１年 
麻績小の給食を保護者の皆様に味わって

いただく貴重な機会です。保護者の皆様には、

準備から試食まで子どもさんといっしょに

取り組んでいただきました。その感想を以下

のようにいただきました。 

○ 冷やしうどんのだしを、ちゃんととって

あってすごいと思いました。かつおが効い

ていておいしかったです。子どもたちは幸せですね。 

○ 安心・安全な給食をいつもありがと   

うございます。材料費が高くなってい  

る時代に、定額で献立を立てるのは大 

変だと思います。子どもは給食を楽し 

みに日々登校していきます。感謝です。 

一方、お子さんの食生活については、「食

べる姿勢が気になる」「ばっかり食べをし

てしまう」「しっかり噛んでいない」等の

心配な点について、お寄せいただきました。『食に関する指導』こそ、ご家庭

と学校とが同一歩調で取り組んではじめて成果があがることです。今後とも

ご支援ご協力をお願いいたします。 

５年生『臨海学習』５日（木）・６日（金）おかえりなさい 

５年生が海の学習に行ってきました。出発の朝、高い降水確率のなか子ど

もたちを見送るのは、気持ちも重かったです。しかし、夕方に学校に届いた

旅行隊からの連絡は、「薄日の差すなか、海に入ることができて、海水浴も魚

つかみ体験もできました。皆元気で宿舎に入ったところです」というもので

した。連絡を受けた職員室にも思わず歓声があがる程でした。はるばる遠い

知多半島まで出かけた価値がありました。「海」を満喫できたこと、とても幸

せだと思いました。 

翌日は、交通事情が悪くなり、水族館の見学を諦めざるを得なくなりまし

た。しかし、その選択のお陰で、学校到着時刻が予定どおりとなりました。 

その後も続いた大雨の影響は、今も大きく日本各地に残っています。何よ

り子どもたちが安全に帰校できたこと、十分に海を楽しんでくることができ

たことに感謝です。そして思うようにならないことがあったからこそ、がま

んをしたり、お互いを大切に思ったり、そして感謝の気持ちが一層高まった
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りした２日間となったことと思います。きっと、一生の思い出になる臨海学

習となったのではないかと思います。 

暑い日が続きます 
校長室前にある３年生の畑・４年生の花壇には、毎朝、子どもたちが立ち寄

って、水やりをしています。「この間草取りをしたばかりなのに、もうこんな

に伸びてきた」「たっぷり水をあげたのに、

すぐ乾いちゃうんだよ」など、自然の力を

感じ取っています。暑いなかでも、熱心に

お世話をしていて感心させられます。 

朝の比較的涼しいなか、毎日の「おみっ

こマラソン」に励む子の姿もあります。音

楽会当日の朝にも走っている子どもの姿

があり、その熱心さにも驚かされました。今後、朝からあまり暑くなるよう

であれば、走ることを尐し控えるべき日もあるかも知れません。 

朝の活動の「全校マラソン」は、外気温の高さが心配されて、体育館での

ストレッチや力試しの運動に切り替えられました。また、ランチルームも高

温になるので、教室給食が続いています。早い梅雨明けの後、長くなりそう

な今年の夏です。ご家庭でもお子さんの体調管理よろしくお願いいたします。 

３年生 小麦の収穫 

３年生が小麦の収穫をしました。２日間にわたり畑半分ずつの小麦を刈り取

りました。鎌を交代で使い、それ以外の子は

畑の草むしりや落ち穂拾い担当になります。   

じりじりと照りつける日差しの下、根気よく

まじめに取り組むことのできる３年生の姿に

感心させられました。とてもおいしそうに水

分補給をしていました。そして「次の時間が

プールだから」と励まし合って、がんばるこ

とができていました。水のおいしさを感じられる純粋さ。プールの時間を楽

しみにしてがんばることのできる健気さ。子どもってすばらしい。まだまだ

先の道のりも長いのでしょうけれど、こんな苦労を重ねて手にすることにな

るであろう小麦粉。その粉を使って打ったうどん（うどんが目標かどうか、

確認してないのですが…）の味は、また格別なものになるに違いありません。 

たわわに実った小麦の収穫 

毎日の丁寧な水やり 


